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アートモリの意気込みを感じるWCの壁

ゞ
・一鼈
鶉
緻
彎
斑
釉
圏
　
　
一　
　
　
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
、
上
手
く
行

っ
て
当
た
り
前
の
世

の
中
、
、駆
塾
異
に
導
け
た
の
も
埼
玉
岳
連
の
皆
様
の
ス
キ
ル

の
高
さ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度
も
少
し
で

終
わ
り
と
な
り
ま
す
。

来
年
度
の
目
標
は
、
新
し
い
岳
連
の
運
営
ス
タ
イ
ル
と
事

業
企
画
の
模
索
と
な
る
で
し
よ

，■

国
体
な
ど
の
大
き
な
変

化
も
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
岳
連
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
私
が

一
番
関
わ
つ
た
事
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
感
じ
た
こ
と
を
少
し
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
日
日
、
松
葉
杖
を
つ
い
た
お
客
様
が

私
の
前
を
通
過
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
大
盛
況
で
、
座
る
場

所
は
な
い
で
あ
ろ
乳ゝ

ど
こ
か
ご
案
内
さ
し
上
げ
な
く
て
は

と
思
い
つ
つ
も
打
合
せ
中
だ
つ
た
私
は
即
座
に
対
応
で
き

ず
、
会
場
に
戻
つ
た
と
き
に
は
見
失
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
日
本
で
１

５
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
が
大
盛
況
に
終
わ
り
、
選

手
・
お
客
様

・
各
関
係
機
関
よ
り
多
大
な
評
価
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

た
だ
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
配
慮
が
足
り
な
い

こ
と
も
多
く
反
省
と
し
て
次
回
に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

次
回
？
そ
う
で
す
。
ま
た
、
あ
り
ま
す
よ
。
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C‖mЫng Wodd Cup 2007 KAZO大 会報告

CWC07実行委員会

副実行委員長

村岡正己

今回のクライミングワールドカップは、日本で15年ぶりの開催。前大会(神戸 1993)の運営に関する資料は、ほとん

ど残っておらず手探りの準備がつづきましたが、なんとか無事に大会を終えることができました。ここに、開催地であ

る“加須市"、 特別協賛の“八海醸造“をはじめとする各協賛各社、各協力会社・団体、加須市ボラ幼 アの皆さんにあ

らためて感謝申し上げます。ありがとうございました。

さて大会ですが、10月 14日 (,矧券)、 朝Xか ら会場に当日券を求め

て 100人を超える観客が並ぶというクライミング競技始まって以来の

出来事にスタッフー同、ビックリ。

慌てて、もう一度当日券の発行枚数を検討、混舌[を防ぐために整理

券を配る。大人100枚、高校生50枚、場合によっては高校生を大人に

切替可としての販売。これは 10月 12日 (金)に“チケットぴあ"の販売

が、500枚を超えたという情報に予想はしていたが、それをはるかに

上回る状況となつた。12日には即座に発売を停止、完売と当日券残り

少ないという内容でホームページヘアップする。当日券の枚数をハッ

キリと打ち出せないことが混乱を招いたか?今後の課題としたい。

さらに、競技が始まると会場は観客で埋め尽くされ、すじ  詰め状

態。安全管理として、当初会場入場者数を1000人 (選手、関係者含

む)で設定していましたが、はるかにそれを超えた入場者数(1300
人)に、盛況でよかつたという思いと、何も起こらないでくれという複

雑な気持ちであつたことは確か。

そして、世界クラスの選手のフィジカルの強さは、クライミングをやつ

ていない観客をも魅了するほどの凄さで、そのパフォーマンスに観

客は徐々に引き込まれていった。
″

ウォー“というどよめきに(驚き?)に近い歓声を選手も肌で感じるの

か、パフォーマンスと歓声がまるで演出をしているかのように一体と

なつていった。

男子決勝 Tomas MrazeKCZE)が、未だ誰も越えてない核心部を足が

外れながらも越え、次のホールドで、観客に見せたガッツポーズは、

観客の歓声を最高潮に導いた。

※ 本『WC CUP 2∞ 7 KAZO』大会報告書は別冊として作成

中です、詳細については県山岳揮閣口事務局へ御問い合わせください

:A4判・カラー12ページ
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平
成
１
９
年
度

日
本
山
岳
協
会

《
自
然
保
護
委
員
総
△
０

蜘
墾
ロ

去
る
１
１
月
３
，
４
日
（土
、
こ
に
埼
玉
県
山
缶
連
盟
　
主
管

に
て
埼
玉
県
秩
父
市
。
三
峰
神
社
に
て
自
然
保
護
委
員
総
会
が
１

６
５
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
自
然
保
護
委
員
数
名
は
前
日
に
三
峰
神
社
に
集
合
し
て

大
会
に
澗
に
合
わ
せ
る
べ
く
準
備
を
進
め
何
と
か
大
会
当
日
を
迎

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

受
付
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
総
会
も
１
３
時
１
０
分
に
開
△至
呈
百

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
↑
じ
日
本
山
岳
壺
ズ
天
本長
、
自

然
保
護
委
員
長
ヽ
挨
拶

主
催
者
代
表
の
挨
拶
も
終
わ
り
議
長
選

出
後
、
議
事
に
入
る
。

（１
）
日
本
山
置
”
（本自
然
保
護
委
員
会
事
業
報
告

松
本
国
際
山
岳
自
然
環
境
会
議
Ｎ
８
三
穆
〓ヽ

ＨＱ
Ｈ（ヽ
　
松
本
市

ａ

日
本
山
岳
協
会
自
然
保
護
指
導
員

登
録
者
数
の
報
告
　
・指
導
者
が
い
な
い
県
も
あ
り
働
き

か
け
る
事
が
決
議
さ
れ
を
。
平
成
１
９
年
度
事
業
が
資

料
に
基
づ
き
報
告
さ
れ
、
現
在
ま
で
の
主
な
検
討
議
題

１
・
ト
イ
レ
に
つ
い
て

登
山
者
と
ト
イ
レ
に
つ
い
て

山
小
屋
と
ト
イ
レ
（し
尿
処
理
問
も

２
・
林
道
と
自
然
破
壊
に
つ
い
て
（こ
の
山
に
林
道
は
必
要
か
）

３
・
ス
キ
ー
場
と
自
然
破
壊

４
・
酸
性
雨
問
題

５
ｏ
高
山
植
物
の
保
護
の
問
題

６
ｏ
日
本
山
岳
協
会
自
然
保
護
指
導
員
制
度
に
つ
い
て

日
山
協

自
妖
だ
裟
彊
垣
醤
員
の
手
引
き

（素
案
）
説
明
が

あ
り
ま
し
た
、
意
見
が
あ
れ
ば
年
内
ま
で
に
申
し
出
る
事
。

１

　

・

自

然

保

護

憲

章

２
　
ｏ
日
山
協
　
自
然
保
進
捨
讐
言
暴
双
定

３
　
ｏ
日
出
協

自
然
保
護
指
導
員
規
定
取
扱
詳
細

４
　
・
自
然
保
護
指
導
員
の
仕
事

（１
）
指
潜
言
貝
の
役
割

（２
）
指
導
と
対
応
の
実
際

（３
）
具
体
的
な
指
導
の
例

（４
）
指
導
員
の
心
得

５
　
ｏ
自
然
保
護
を
め
ぐ
る
法
律
の
体
系

６
　
・
自
然
保
護
関
係
法
律
の
指
定
・
基
準
。
管
轄
等

７
　
・
自
然
公
園
の
規
制
事
項
　
（国
立
公
園
，
国
定
公
園
・

聾

帰

塁
普
暴

公
国

８
　
・
自
然
保
護
者
と
登
山
者
の
マ
ナ
ー

９
　
・
山
の
ト
イ
レ
を
よ
く
す
る
松
本
宣
言

１
０
・
山
の
ト
イ
レ
　
四
つ
の
約
束

１
１
・
各
都
道
府
県
の
ュ
給
襲
歯
燦
窓
口
一
覧

１
２
・
日
山
協

都
道
府
県
岳
連

（協
△０

事
務
所

１
３
・
状
況
報
告
書
　
　
　
　
　
説
明
が
あ
り
ま
し
た
「

（２
）
各
県
山
岳
連
盟

（協
ム
０

活
動
状
況
等
に
つ
い
て

（情

報
一各
３

自
然
保
護
活
動
の
取
り
組
み
、
活
動
が
県
岳
連
　
自
然

保
護
委
員
か
ら
報
告
さ
れ
た

つ
ぎ
に
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
趣
旨
説
明
後
ヽ
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

盆
棄
交
の
盾
笙
林
と
恭
算
寺
り
、
綺
馨

空
気
　
水

大
地
　
を
未
来
に
繋
ビ
ン３

次
期
開
催
地
も
決
ま
り

（大
阪
）
盛
況
の
う
ち
に
休
憩
後

基
調
講
演
に
う
つ
ろ
）

演
題
　
『奥
秩
父
の
自
然
と
風
上
』

千
嶋
氏

（秩
父
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
△０

夕
食

・
懇
親
会
は
１
６
５
名
全
員
が
席
に
座
る
と
、
さ
す
が

に
広
い
部
屋
も
狭
く
感
じ
る
ほ
ど
で
あ
つ
た
。

顔
馴
染
み
、
何
時
も
の
メ
ン
バ
ー
と
初
顔
の
人
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
が
美
酒
に
酔
い
心
和
や
か
な
宴
に
な
つ
た
。

翌
日
も
朝
か
ら
天
気
に
恵
ま
れ
其
々
の
オ
プ
シ
ョ
ン
登
山
に

出
発
し
て
い
っ
た
。

各
関
係
者
，
日
山
協
，
県
置
運
協
ム
０
，
埼
玉
県
山
缶
運
盟
（山

岳
〈
５
等
，
多
く
の
方
の
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
ｔ

あ
り
が
と

，ス

」ざ
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
岳
盟

自
然
保
護
指
導
委
員
会

香

員

山
口

勇

当
総
会
に
関
し
た
正
式
報
告
は

『登
山
月
報
』
第
４
６
６
号

『
２
０
０
７
年
自
然
保
護
全
国
委
員
総
〈至
正
己

を
参
照
く
だ
さ

い
、
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
記
録
報
告
が
あ
り
ま
す
。

《埼
玉
県
缶
連
。
派
遣
参
加
役
員
・
委
員
参
加
し

◎
　
日
本
山
岳
協
会

田
中

（日
山
協
人
百
じ
、
浅
見

（日
山
協
。自
然
保
護
副
委
員
長
）

山
口

（埼
玉
実
行
委
昌
⇔
、
三
ツ
木

（埼
玉
実
行
基
昌
⇔
、

◎
　
埼
玉
県
山
岳
連
盟

中
田
公型
言
じ
、
森
下

公引
曾
８
、
村
岡

（理
事
長
）、
天
野

罰 自然保護委員総会で開会挨拶する田中会長

雛藩議議1議1機:轟:轟:議:轟:渕



(4)第 29号 埼 玉 岳 連 報   平成20年 2月 29日 発行

理
事
長
）、
大
倉

（事
務
局
長
）、
小
茂
田

（強
化
委
員
こ

、
長
谷

川

（国
体
委
員
長
）、
塩
谷

（海
外
委
量
量
）、
大
石
、
高
岡

全高

校
総
体
実
行
委
員
）、
岩
井
田

（広
報
委
員
長
）
、
柳
原
、
岩
崎
、

板
橋
、
柴
田
、
堀
江
、
秋
元
、
桜
井
、
仙
波
、
柳
下
、
新
井
い
鈴

木
、
斉
藤

（自
然
保
護
指
導
員

・
実
行
委
息

◎
　
埼
玉
県
山
岳
連
盟

・
指
導
委
員

山
村
、
栗
原
、
村
上
、
浅
野
、
斎
藤
、
杉
浦
、
秋
吉
、
柳
沼

（桜

草
山
の
会
）、
土
屋
、
斉
藤
、
横
田
、
井
上

（加
須
市
山
缶
連
盟
）、

大
野
、
渡
辺
、
栄
野

（戸
田
山
の
△
５
、
平
田

（
エ
コ
ー
山
の
本
０
、

鎌
田

（大
宮
Ａ
Ｃ
）、
新
井
曾
０
、
逸
見
い
新
井
含
０
、
天
丼

（秩

父市
山
岳
連
盟
）、
計
良

（東
部
登
高
△
じ
、
相
馬
ヽ
中
田
、
室
賀

（深

谷
山
缶
〈
０
、
富
田
、
石
塚

（蕨
市
山
岳
連
盟
）、
井
原

含
蘊
槻
・

槻
岳
〈
５
、
相
沢
、
柴
崎

（川
口
市
山
缶
連
盟
）

敬
称
略

・
順
不
同
　
　
　
文
責

岩
井
田
正
昭

企
球
外
登
山
季
菖
矢
０

創
立
１
０
周
年
争
峯
製
じ

刊
行
記
念
祝
賀
会
　
報
告

２
０
０
７
年
、
年
明
け
か
ら
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
コ
ー
ス

整
備
に
始
ま
り
、
７
月
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
△ヽ

８
月
・
ナ
ン
ガ

パ
ル
バ
ッ
ト
Ｂ
Ｃ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
１
０
月
・
ヮ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ー
ー
月
ｏ
自
然
保
護
全
国
委
員
総
会
等
々
、
日
自
押
し
の
県
山
岳

連
盟
行
事
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
祝
賀
会
に
、

ご
多
用
に
も
拘
ら
ず
、
県
山
岳
連
盟
関
係
の
方
々
に
は
多
数
ご
出

席
戴
き
ま
し
た
。

ま
た
、
茨
城
県
山
缶
連
盟
、
栃
木
県
山
岳
連
盟
の
皆
様
に
も
遠

方
よ
り
ご
出
席
戴
き
、
盛
会
の
う
ち
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

開
会
に
先
立
ち
、
２
０
０
６
年
７
月
、
第
２
次
海
外
登
山
委
員

会
の
発
起
人
で
委
員
会
を
牽
引
し
、
《埼
玉
２
０
０
６
ナ
ン
ガ
パ
ル

バ
ツ
ト
登
山
隊
》
の
副
登
山
隊
長
、
西
壁
に
消
え
た
小
澤
直
宏
氏

に
、
黙
祷
を
捧
げ
、　
一
日
も
早
い
帰
国
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

ご
挨
拶
。ご
祝
辞
に
引
き
続
き
、
《埼
玉
県
山
缶
連
盟
マ
カ
ル
ー

ー
峰
登
山
隊
１
９
９
８
》、
《埼
玉
２
０
０
１
ス
パ
ン
テ
イ
ー
ク
登

山
隊
》、
《埼
玉
２
０
０
６
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山
隊
》、
各
隊
毎

に
１
０
分
程
度
、
映
像
を
交
え
た
臨
場
感
溢
れ
る
報
告
が
あ
り
隊

員
の
悲
喜
交
々
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

祝
賀
会
か
ら
そ
の
ま
ま
懇
親
会
へ
と
移
行
。
お
祝
い
の
ご
酒
も

入
り
、
元
埼
玉
県
山
缶
連
盟
海
外
部
長
・
田
山
氏
か
ら

「登
山
と

は
何
か
」
「海
外
登
山
と
は
」
と
古
く
て
、
新
し
い
さヽ
近
の
命
題
の

エ
ー
ル
を
戴
き
、
ま
た
、
現
委
員
の
飯
塚
氏
か
ら

「幻
の
ナ
ン
ガ

ー
パ
ル
バ
ー
ト
」
の
熱
き
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

飲
む
ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
、
想
い
出
は
、
お
話
は
尽
き
ず
、
大

い
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、時
の
経
つ
の
上
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ふ
と
目
を
窓
の
外
に
転
ず
れ
ば
、
澄
み
渡
っ
た
大
空
、
す
っ
く
と

答
え
る
、
あ
の
特
徴
の
あ
る
武
甲
山
が
遠
望
で
き
ま
す
。

今
日
は
、
山
や
さ
ん
に
ピ
ツ
タ
リ
の
登
山
日
和
、
貴
重
な
１
日
を

こ
の
祝
賀
会
の
た
め
に
割
い
て
戴
い
た
事
に
、
改
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。

ご
参
会
の
皆
々
様
本
当
に
あ
り
が
と
，ス

」ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

豪
華
な
お
祝
い
の
電
報
を
あ
り
が
と
，ュ

）ざ
い
ま
し
た
。

平
成
１
９
年
１
１
月
吉
日

海
外
登
山
委
員
会

委
員
長
一
塩
谷
壽
子

約 170名 近くの委員参加の懇親会々場

発行された記念誌

『ヒマラヤヘ』高みを求めて

A4比反250P (カ ラー18P)

祝賀会参加者全員で
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埼
玉
県
山
岳
運
曇
王
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

【積
雪
期
登
山
講
習
会

・
指
導
員
研
修
会
】
報
告

文
・
写
真

佐
藤

求

１
・
趣
　
　
』日　
積
雪
期
登
山
の
安
全
登
山
普
及
と
技
術
向
上
を

目
的
と
す
る

２
・
期
　
　
日
　
平
成
２
０
年
１
月
１
９
日

（土
）
～
１
月
２
０

日
（こ

一
泊
一
百

３
・
会

　

場
　
那
須
岳
周
辺

４
・
指
暑
璽
障
即

主
任
講
師
・
佐
藤
博
日
本
山
缶
ガ
イ
ド
協
会
認
定
山
岳
ガ
イ

ド

（上
級
登
攀
ガ
イ
ド
）

ク
ラ
ス
別
講
師

（埼
玉
県
山
缶
連
盟
所
５

日
本
体
苦
縁
ズ
ム公
認
勢
讐
看
員

あ
ゆ
む
山
の
会
で
は
金
子
　
昭
、
佐
藤
　
求
、
秋
庭
　
栄

（日
本
体
育
協
会
公
認
上
級
指
長
５

５
・
宿
泊
場
所
　
那
須
マ
ウ
ン
ト
ホ
テ
ル
↓口
・８
鶴

貧
ｅ

ミ
ニ

＊
大
丸
温
泉
駐
車
場
よ
り
徒
歩
で
５
～
６
分

６
・
参
加
費
用
　
積
雪
期
登
山
講
習
会
１
８
，
０
０
０
円

（講
習
費
。
一
泊
２
食
付
宿
泊
費
）

指
導
員
研
修
会
１
０
．
０
０
０
円

（
一
泊
２
食
付
宿
泊
費
）

７
・参
加
者
　
Ｃ
Ｌ
佐
藤

求
、
Ｓ
Ｌ
金
子
　
昭
、
野
村

善
弥
、

秋
庭

・栄
、
佐
藤

博
＾
宮
関
ま
す
み
、
菊
地
　
日思
い、
他

３
名
、
そ
の
他
２
９
名
（総
勢
４
０
名
）

今
回
、
会
か
ら
の
参
加
者
は
１
１
名
。
車
三
台
に
別
れ
て
現
地

に
向
か

，２

現
地
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
に
１
０
時
集
合
に
あ
わ
せ
て
、

計
画
責
任
者
野
村
善
弥
・
埼
玉
県
山
缶
連
盟
指
導
委
員
長
の
た
め

那
須
マ
ウ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
８
‥
４
０
分
に
到
着
「
今
回
は
総
勢
４

０
夕
、
早
速
開
校
式
含
９
８
）。
あ
ゆ
む
山
の
会
員
に
は
ビ
ー
コ
ン

を
装
着
さ
せ
る
。
秋
庭
講
師
の
下
、
準
備
運
動
。
講
習
現
地
に
向

か
，λ

昨
年
よ
り
雪
が
少
な
い
が
、
笹
薮
が
出
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ラ
ッ
セ
ル
に
時
間
が
か
か
る
。

早
速
佐
藤
博
・
主
任
講
師
の
も
と
講
習
開
始
。
本
国
は
ア
イ
ゼ

ン
な
し
の
基
本
歩
行
（登
Ｉ
資

斜
登
下
降
ヽ
ト
ラ
バ
ー
ス
、
方
向

転
染

キ
ツ
ク
ス
テ
ッ
プ
）、
ア
イ
ゼ
ン
装
着
し
て
の
基
本
歩
行
、

滑
落
停
止
、
台
風
姿
勢
、
緊
急
避
難
な
ど
行
う
が
み
な
真
剣
に
積

極
的
に
行
う
た
め
時
間
の
た
つ
の
が
早
い
。
来
年
は
指
導
員
養
成

検
定
が
あ
る
た
め
か
み
な
真
剣
に
行
っ
て
い
る
。
私
は
初
心
者
担

当
の
た
め
講
習
内
容
を
一
部
変
更
し
て
基
本
歩
行
の
後
に
台
風
姿

勢
ヽ
滑
落
停
止
を
行
っ
た
。
本
日
は
ま
ず
ま
ず
の
天
候
で
あ
る
が

講
習
場
所
に
は
時
折
突
風
も
吹
い
て
く
る
。
ま
た
斜
面
も
滑
落
す

る
要
素
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
初
心
者
が
ま
ず
自
身
で
身
の
安
全

を
確
保
す
る
技
術
を
実
に
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
発

前
に
佐
藤
博
。
主
任
講
師
よ
り
な
ぜ
こ
う
す
る
か
、
な
ぜ
こ
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
理
解
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
と
言
わ

れ
た
。
初
心
者
組
み
も
た
だ
、
こ
お
や
れ
あ
あ
や
れ
と
言
う
の
で

は
な
く
、
な
ぜ
滑
落
停
止
が
必
要
か
、
し
っ
か
り
見
に
つ
け
覚
え

れ
ば
旦
伏
品
中に
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
す
る
。

スノーアンカーの取り方などを講習

斜面を使つて基本歩行訓練

覚
え
る
だ
け
で
な
く
将
来
は
指
導
員
に
な
り
教
え
る
こ
と
も
考

え
て
こ
つ
、特
徴
を
説
明
し
な
が
ら
言
葉
に
出
し
て
行
っ
て
い
く
。

初
心
者
は
初
心
者
な
り
に
日
標
を
持
っ
て
行
う
こ
と
で
よ
り
積
極

的
に
な
り
身
に
着
け
る
早
道
に
も
な
る
。

上
部
斜
面
に
は
研
修
組
、
中
上
級
指
導
者
が
気
合
を
入
れ
て
盛

り
上
が
っ
て
い
る
。
頭
上
に
は
茶
臼
岳
、
右
手
に
は
鬼
面
山
、
朝

日
岳
遠
く
那
須
局
原
が
望
め
る
。

下
山
後
そ
の
ま
ま
大
広
間
で
瀬
藤
武

。
埼
玉
県
山
岳
連
盟
遭
対

委
員
長
よ
り
座
学
の
講
習
を
受
け
奄

夕
食
は
計
良
指
導
員
の
司
会
で
懇
親
会
と
と
も
に
各
会
の
紹
介

を
す
る
。
あ
ゆ
む
山
の
会
は
秋
庭
会
員
が
メ
イ
ン
で
進
行

翌
日
も
前
日
同
様
ス
カ
ッ
と
晴
れ
な
い
が
、
あ
ま
り
風
も
な
く

時
折
小
雪
舞
う
中
会
場
に
向
か

，２

初
級
組
み
も
本
日
は
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。
そ
の
前
に
机
上
講
習
で
ロ

ー
プ
結
束
を
５
点
ば
か
り
覚
え
て
も
ら

，２

遅
れ
て
現
地
に
向
か

ンス

下
か
ら
講
習
会
場
を
眺
め
る
と
大
勢
で
圧
巻
で
あ
る
。
現
地

に
着
く
と
佐
藤
博
。
主
任
講
師
の
下
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
る
、
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わ
れ
わ
れ
初
級
組
も
昨
日
の
復
習
を
し
て
、　
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
入

る
。
や
は
り
初
級
組
な
が
ら
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
と
よ
り
盛
り

上
が
っ
て
く
る
の
が
わ
か
る
。
研
修
組
、
中
上
級
指
導
者
は
ス
タ

ン
デ
イ
ン
グ
・
ア
ツ
ク
ス
・
ビ
レ
イ
か
ら
事
故
脱
出
＾
シ
ス
テ
ム

２
／
３
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
組
は
ス
タ
ン
デ

イ
ン
グ
・
ア
ツ
ク
ス
・
ビ
レ
イ
で
時
間
に
な
っ
て
し
ま
つ
た
。
残

り
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
る
が
気
合
の
入
つ
た
研
修
組
、
中
上
級
指

導
者
の
講
習
を
見
学
す
る
。

下
山
後
参
加
者
に
野
村
指
導
委
員
長
よ
り
修
了
書
が
渡
さ
れ
る
。

そ
の
後
佐
藤
博
・
主
任
講
師
の
講
評
。
特
に
感
じ
た
こ
と
は

「各

会
持
ち
帰
り
会
員
に
教
え
て
い
く
こ
と
で
自
分
の
身
に
つ
く
」
こ

と
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

昨
年
は
現
地
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
が
、
今
年
は
気
合
が
入
り

全
員
で
集
ま
る
時
間
が
出
来
な
か
つ
た
。

宿に戻つて座学 左から ,佐藤主任講師。

野村指導委員長、鈴木・牧野・瀬藤講師

宿泊ホテルの大広間で参加者全員

野
村
指
導
委
員
長
に
頼
み
県
岳
連
広
報
委
員
長
の
岩
井
田
さ
ん

に
渡
す
た
め
に
も
ど
こ
か
で
一
枚
撮
ら
せ
て
く
れ
ど
お
願
い
し
ま

し
た
。

い
つ
も
思
う
こ
と
で
す
が
、
山
を
登
る
こ
と
は
誰
に
で
も
出
来

る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
登
山
技
術
は
講
習
を
受
け
学
ば
な

け
れ
ば
覚
え
ま
せ
ん
。
登
山
を
少
し
で
も
よ
り
深
く
、
よ
り
大
き

く
楽
し
む
た
め
に
も
登
山
に
伴
う
技
術
も
学
ば
な
け
れ
ば
と
痛
感

し
ま
し
た
。
そ
の
　
よ
う
な
こ
と
で
こ
こ
に
来
る
メ
ン
バ
ー
は
み

な
意
欲
的
で
す
、
講
師
に
お
い
て
も
常
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
講
師
と
し
て
参
加
で
き
な
く
な
つ
て
し
ま
う
実
感
も
味

わ
い
ま
し
た
。

※
編
集
注
　
本
報
告
書
は
、
『あ
ゆ
む
山
の
△
直

月
報
よ
り
転

載
し
ま
し
た
。
　

写
真
提
供

・
佐
藤
　
求

（あ
ゆ
む
山
の
△
じ
、

天
野
賢

一　
Ｑ
欅
暉
山
岳
△
０
　
　
　
敬
称
略

広
報

岩
井
田
　
正
昭

《久
人
種
層
報
曇
製
夢
何
の
室
禽
υ

今
回
か
ら
す
で
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
各
会
・
ク
ラ
ブ
の
情
報
誌

（月
報
、
年
報
ヽ
不
定
期
報
）
を
到
着
順
に
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
各
会
に
よ
る
特
色

・
カ
ラ
ー
が
で
て
、
読
ん
で
み
て
も

楽
し
い
情
報
誌
で
す
。
簡
潔
に
読
ん
だ
感
想
を
載
せ
て
み
た
い
と

想
い
ま
す
。

各
会
の
動
向
を
知
る
上
で
も
是
非
発
行
し
た
月
報
。
年
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

【１
】
川
口
市
登
山
同
好
会

同
好
会
ニ
ュ
ー
ス
。
第
お
ｏ
回
・
平
成
８
年
８
月
Ｎ
ｏ
日
発
行

Ａ
３
版

（両
面
刷
／
４
Ｐ
）
　
運
営
委
員
会
編
集
部
　
発
行

背
戸
蛾
廊
二
鵜
例
、
房
総
御
殿
山
・
記
念
山
行
の
計
画
、
新
人

歓
迎
シ
ダ
ン
ゴ
山
ヽ
還
暦
山
行

（那
須
三
本
槍
ヶ
岳
）、
安
達
太
良

山
・
各
山
行
報
生
見

引
越
し
案
内
、
訃
報
の
お
知
ら
せ
等
多
彩
。

紙
面
の
大
き
さ
も
然
る
こ
と
な
が
ら
活
字
も
大
文
字
で
読
み
や

す
く
作
ら
れ
て
い
る
、
カ
ッ
ト
も
沢
山
あ
り
手
作
り
の
楽
し
さ
が

充
満
し
て
い
る
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
月
報
。口

旧
Ｈ
田
□

＝

ｒ̈
・
一
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埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
平
成
２
０
年
２
月

冒
″蓮

壼

至
　

整

ロ

報
告
２
月
１
２
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～
鴻
巣
高
　
武
陽
館

０
・
出

　

席
　
田
中

・森
下
・
村
岡
・
天
野
。
加
藤

。
岩
井
田
・

大
倉
・鎌
田
・小
茂
田
。松
井

（１
０
名
）

ｌ

興

霧

暴

下
裂

墓

２
・
挨

　

拶

（田
中
舎
３

３
・
報

　

告

（１
）
積
雪
期
登
山
講
習
会
　
　
　
　
　
↓
天
野

１
月
１
９
日

（土
）
・
２
０
日

（日
）

那
須
岳
周
辺
・
参

加
３
０
＋
８

（講
師
）、
佐
藤
主
任
講
師
の
現
地
で
講
義
の

後
直
ぐ
に
各
班
に
別
れ
行
動
。
終
了
後
ま
た
佐
藤
主
任
講

師
の
講
義
を
受
け
新
し
い
技
術
を
直
ぐ
に
各
班
に
別
れ
行

動
。
を
繰
り
返
し
効
果
が
有
っ
た
。

課
題
と
し
て
は
、
ク
ラ
ス
分
け
で
班
内
の
レ
ベ
ル
が
均
等

に
す
る
事
が
出
来
れ
ば
良
い
が
。

（２
）
競
技
委
員
会
ブ
ロ
ツ
ク
別
研
修
会

↓
村
岡

２
月
２
日

（土
）
・
３
日

（日
）
山
梨
で
開
催

７
月
２
６
日
、
２
７
日
で
は
外
の
壁
で
リ
ー
ド
、
ア
リ
ー

ナ
内
で
ボ
ル
ダ
ー

（２
面
）
に
な
る
。
初
め
て
の
関
東
で

の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
に
な
る
の
で
運
営
面
で
課
題

・
不

安
が
有
り
そ
う
だ
。

（３
）
第
４
回
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ヤ
パ
ン
カ
ツ
プ
¨

２
月
９
日

（土
）
～
１
０
日

（日
）
群
馬

　

↓
村
岡

準
決

・
決
勝
は
下
２
ｍ
が
氷
で
そ
の
上
は
コ
ン
パ
ネ
。
上

の
方
は
角
材
に
極
小
ホ
ー
ル
ド
が
あ
り
そ
れ
を
引
っ
か
け

て
登
る
。
Ｍ
ｌ
Ｏ
レ
ベ
ル
で
見
て
い
る
分
に
は
面
白
い
が
、

ア
イ
ス
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム

（運
営
主
体
）
と
群
馬
缶
連
の

連
携
や
、
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
運
用
等
運
営
上
問
題
が
多

い
と
感
じ
た
。

（４
）
そ
の
他

４
．
協

　

議

（１
）
海
外
登
山
技
術
研
究
会

２̈
月
１
６
日

（土
）
。
１
７
日

（日
）

↓
天
野

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
…
資
料

出
席
予
定
…
塩
谷
、
天
野
、
加
藤
（
岩
井
田
、
烏

（２
）
関
東
地
区
山
岳
連
盟
連
絡
協
議
会
　
↓

２
月
２
３
日

（土
）
。
２
４
日

（日
）
『ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
』

資
料
¨
翁
０

会
議
出
席
…
４
０
名
、
懇
談
会
出
席
‥
・３

８
名
、
宿
泊
…
３
７
名

（３
）
積
富
型
番
見
鮮
肇
讐
日会
開
作
↓

３
月
１
日

（土
）
。
２
日

（日
）
谷
川
岳
登
山
セ
ン
タ
ー
付

近
…
資
料

（４
）
氷
雪
技
術
に
関
す
る

「指
導
員
の
教
育
と
研
修
」
及

び

「主
任
検
一走
員
養
成
講
習
△ご

↓

３
月
２
１
日

（金
）
～
２
３
日

（日
）
富
士
山
…
資
料

（５
）
Ｈ
２
０
年
度
評
議
員
総
会

。
開
催
ｔ
大
倉

①
日
程
４
月
２
０
日

（日
）
会
場

‥
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

②
各
委
員
会
毎
の
事
業
報
告

。
会
計
関
係
…
次
回
理
事

会
で
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
所
属
団
体

・
祖
織

。
役
員

（Ｈ
２
０
年
～
２
１
年
度

の
役
員

・
理
事
体
制
）
等
、
次
回
理
事
会
ま
で
に
分
か

れ
ば
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
各
委
員
会
毎
の
事
業
計
画
…
次
回
理
事
会
で
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑤
新
規
事
業
計
画
…

（Ａ
）
県
民
大
会

１
、
】§
雪
〇
櫃

（国
体
選
手
選
考
）
２
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ

（国
体
選
手
選
考
）
３
、
コ
バ
ト
ン
カ
ツ

プ

（強
化
選
手
選
考
）
４
、
学
総
体
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ

（Ｊ
Ｏ
Ｃ
選
手
選
考
）、

（Ｂ
）
ト
レ
ー
ル
ラ
ン
検
討

⑥

他

（６
）
そ
の
他

（７
）
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
導

委
員

ム

②
甲

萎

具

ム

③
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

④
選
手
強
化
委
員
会
　
‥
小
茂
田
　
　
・資
料

⑤
遭
難
対
策
委
員
会
　
‥
２
月
２
日

（土
）
。
３
日

（日
）

秋
田
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
に
瀬
藤
、
他
３
０
数
名
参
加

⑥
自
然
保
護
委
員
会
　
‥
総
会
開
催
、
現

・
山
口
委
員
長

が
自
身
都
合
に
よ
り
来
期
は
辞
退
し
た
い
と
の
意
向
表
吸

委
員
会
に
て
協
議
「
（委
員
長
・出
葎
崚

副
委
員
長
…
三
ツ

木
、
柳
原
）
３
名
の
次
期
役
員
を
委
員
推
薦
し
賛
成
多
数

に
よ
り
決
定
。

で
一ツ
基
本
供
と

の
運
営
に
つ
い
て
…
次
回
理
事
会
で
具

体
的
に
検
討

⑦
海
外
登
山
委
員
会

⑧
ジ

ュ
ニ
ア
委
員
会

‥
鎌
田
２
月
１
６
日

（土
）
～
１
８

日

（月
）
安
達
太
良
山
雪
洞
泊
山
ス
キ
ー
＆
輪
カ
ン
ジ
キ

⑨
広
報
委
員
会

‥
岩
井
田

『埼
玉
岳
連
報
２
９
号
』
２
月

２
９
日
発
行

⑩
企
画
委
員
会
　
‥
村
岡

⑨
事
務
局
‥
左
記
の
２
名
を
推
薦
・受
賞
予
定

。
県
体
協
功
労
賞
…
加
藤

（深
谷
山
岳
会

。
所
属
）

・
県
体
協
優
秀
選
手
賞
…
角
田

加
須
ク
ラ
ブ

（Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
袖
山

・
川
越
に
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ジ
ム
を
オ
ー
プ
ン
予
定
…
４
月
１
２
日

敬
称
略
　
議
事
録
作
成

。
大
倉

３
月
１
１
日

（火
）
鴻
巣
高

。
武
陽
館

午
後
７
時
３
０
分
ヽ

・
臨
時
常
任
理
事
会
を
開
催

午
後
８
時
～
理
事
会

４
月
　
８
日

（火
）
鴻
巣
高

・
武
陽
館

午
後
７
時
３
０
分
～

常
任
理
事
会

４
月
２
０
日

（日
）
大
官

・
ソ
ニ
ツ
ク
シ
テ
イ

平
成
２
０
年
度
評
議
員
総
会

・
時
間
未
定
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平
成
１
９
年
年
度

氷
雪
技
術
に
関
す
る

「指
導
員
の
教
育
と
研
修
」

及
び

「主
任
検
定
員
養
成
講
習
会
」
開
催
要
項

主
　
催
　
社
団
法
人
日
本
山
岳
協
会

Ｉ
　
研
修
会
・
主
任
検
定
員
養
成
講
習
△至
（通
項
目

１
．
期
　
日
　
平
成
２
０
年
３
月
２
１
日

（金
）
～
２
３
日

（日
）

２
．
△ム　
場
　
山
梨
県
富
士
吉
田
市
　
富
士
山
５
合
日
付
近

３
．
宿
　
泊
　
５
合
目
佐
藤
小
屋
、
１
泊
２
食
付
ド
８
０
円
で
２

泊
し
ま
す
。
（各
自
負
じ

４
。
日

程

第
１
日
目
‥
３
月
２
１
日

（金
）
隻
谷
こ
倉
∵
富
士
吉
田
駅

８
お
ｏ
、
富
士
吉
田
駅
発
〓

８̈
、
５
合
目
着
８

８̈
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
・
事
前
討
議
あ
共
８
～
Ｎ
９
Ω
）

第
２
日
目
‥
３
月
２
２
日

（土
）
実
技
研
修
。
講
習
゛
８
～

Ｈ９
８
、
実
技
の
検
討
“

８̈
～
Ｎ
９
８

第

３

日

目

・
３

月

２

３

日

（
日

）
ま

と

め

　

ヽ
曼

〕
～

Ｈ
響

Ｑ
ｏ
、

５
合
旦
解
散
昴

８̈

尚
、
研
修
会
と
主
任
検
定
員
養
成
講
習
会
と
は
、
基
本
的
に

別
に
な
り
ま
す
。

５
．
携
行
品
な
ど

（１
）
参
加
者
は
冬
期
登
山
に
適
し
た
服
装
・
装
備
で
、
更
に

次
の
も
の
を
準
備
し
て
下
さ
い
。

①
第
１
日
日
か
ら
第
３
日
目
ま
で
の
昼
食

（行
動
食
）
と
非

常
食

②
登
山
用
ロ
ー
プ

（２
人
で
１
本
の
割
△
３
、
ス
リ
ン
グ
、
カ

ラ
ビ
ナ
等
の
登
単
用
具

③
筆
静
宣
（
検
定
基
準

（現
地
で
も
頒
布
し
ま
す
¨
９
８

円
）

（２
）
参
加
者
は
予
め
検
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
内
容
検
討
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

参
加
募
集
人
員
　
研
修
３
０
名
、
主
任
検
定
員
講
習
１
０
名

申
込
み
　
別
紙
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

３
月
１
６
日
ま
で
に
日
出
協
事
務
局
宛
て
に
送
電

壼
里
ま
叩
〇
∞
・ω
∞
卜
∞
Ｈ
・Ｎ
ω
０
〇
　
一円
＞
ｕ
【
Ｏ
ω
・∞
卜
∞
Ｈ
・Ｎ
∞
０
い

８

ｏ
現
地
連
絡
先

富
士
吉
田
市
内
　
佐
藤
保
様
宅
　
ｏ
９
９
９
・Ｎ
ω
〓昴
〇
ヾ

富
士
山
５
合
目
　
佐
藤
小
屋
　
　
ｏ
８
ｕ
ｉＮ
Ｎ
‐お
ヽ
９

９
ｒ
そ
の
他

（１
）
山
缶
共
済
の
加
入
が
条
件
で
す
。

（２
）
派
遣
要
請
書
の
必
要
な
方
は
、
申
込
書
に
そ
の
旨
を
お

書
き
下
さ
い

Ⅱ
　
評
巖
Ｘ
〓

１
．
参
倫
俳
雇
格
　
公
認
指
導
員
の
資
格
を
有
す
る
者
。

ま
た
は
岳
淳
套
契
５
会
長
よ
り
推
薦
さ
れ
た
煮

２
．
研
修
内
容

雪
上
技
術
の
実
践
を
通
じ
て
、
確
保
お
よ
び
セ
ル
フ
レ
ス
キ

ュ
ー
等
の
問
題
点
を
検
討
す
れ

３
。
参
加
費
　
Ｎ
ち
彙
）
円

Ⅲ
　
主
任
暦
帯
菖
雲
蕎
肇
麟
只
言
　
　
　
　
　
　
　
´

１
．参
加
資
格
　
　
上
級
指
導
員
以
上
で
検
定
の
経
験
の
あ
る
者
“

ま
た
は
上
級
指
導
員
以
上
で
岳
連

（協
△
０

会
長
よ
り
推
薦

さ
れ
た
煮

２
．
講
習
内
容
　
　
個
々
の
技
術
講
習
で
は
な
く
、
検
定
経
験
者

が
今
後
一史
に
検
定
す
る
た
め
の
方
法
を
確
認
す
る
。
　
　
´

３
．
レ
ポ
ー
ト
　
『自
分
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
検
定
評
価
に
つ

い
て
述
べ
よ
』
（約
Ｆ
Ｒ
δ
字
）、
お
よ
び
自
分
か
行
っ
た
「検

定
実
績
一
覧
」
毬
幹
【自
由
）
を
３
月
１
６

（日
）
ま
で
に
日

山
協
事
務
局
宛
て
に
送
つ
て
く
だ
さ
い
。

４
．
参
加
費
　
い
０
８
円

（含
資
料
実
費
６

以
上

詳
細
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
山
岳
連
盟

。
事
務
局
ま
た
は
山
岳
連

盟
・
指
導
委
員
会
へ
御
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【曰

】

①
半
成
１
２
筆
反
・
埼
玉
県
埜
Ｅ
員
は
前
県
置
壁
婁
奮
旦
ｘ
の

加
藤
冨
之
氏

（深
谷
山
岳
会
所
属
）、
及
び
優
秀
選
手
賞
は
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ー
９
位
・角
田
大
樹
選
番

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
　
お
め
で
と
，ス
）ざ
い
ま
す
。

②
第
２
２
回
二
子
山
開
山
式
　
一開
催
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
．

同
時
‥
平
成
２
０
年
４
月
２
９
日

（昭
和
の
日
）
午
前
１
０
時

会
場
‥
二
子
山
股
峠

（広
域
基
幹
林
道
か
ら
徒
歩
５
分
）

主
催
‥
二
子
山
の
自
然
を
守
る
会
／
小
鹿
野
山
岳
会
／
小
鹿
野

幕

曇

ム

③
全
日
本
登
山
体
育
大
会
　
・北
海
道
大
会
　
一開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
‥
平
成
２
０
年
７
月
１
１
日

（金
）
～
１
３
日

（日
）

会
場
‥
十
勝
缶
連
峰

爾

３

海
外
委
員
会
刊
行
記
念
祝
賀
会
の
同
日
発
刊
さ
れ
た

「
遼
き
峰
を

夢
見
て
』
小
澤
直
宏
追
悼
集
は
同
編
集
委
員
会
に
よ
り
発
句

Ａ
４
版
・
１
７
６
ｐ
（カ
ラ
１
２
０
３
。

若
千
残
部
数
あ
り
ま
す
。海
外
委
員
会
へ
直
接
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【ン

】

昨
年
の
超
多
忙
を
極
め
た
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
、
講
習
会

は
間
も
な
く
３
月
で
終
了
。
ど
う
に
か
広
報
誌
２
９
号
発
行
の
日

途
が
つ
き
や
っ
と

一
息
。
昨
日
か
ら
春

一
番
が
吹
き
荒
れ
、
間
も

な
く
山
の
春
便
り
。
雪
山
を
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
な
い
の
で
。
次

週
辺
リ
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
出
か
け
よ

，２

広
報
委
員
会

岩
井
田
　
Ｏ
Ｌ
葉
監
類
ｙ
ｐ“
獣
Ｌ
０８
・Ｂ
む
》
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